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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
3
4
0
0
部

秋
の
拡
大
月
間
で
は
4
1
4
2
人
を
拡
大
し
、
月
間
拡
大
率
は
3
・
62
％
に
到
達
、
本
部
月
間
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。
11
月
当
初
人
員
は
11
万
4
6
6
1
人
で
1
月
比
3
7
9
人
の
増
で
す
。
月
間
3
・

5
％
目
標
達
成
支
部
は
27
支
部
（
昨
年
23
支
部
）
、
年
間
12
％
目
標
達
成
支
部
が
9
支
部
（
昨
年
10
支

部
）
で
す
。
全
分
会
目
標
達
成
支
部
は
12
支
部
（
昨
年
12
支
部
）
と
な
り
ま
し
た
。

本部拡大打上式（11月2日）で目標達成を祝う本部役員

秋
の
拡
大
月
間
は
、
①
産
業
の

適
正
な
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
協
同

を
広
げ
、
多
数
派
結
集
で
強
大
な

組
織
建
設
を
す
す
め
、
現
場
の
内

外
の
た
た
か
い
を
広
げ
、
②
「
総

合
5
カ
年
計
画
」
の
一
層
の
推
進

を
加
速
さ
せ
業
界
・
行
政
・
政
策

の
変
革
を
め
ざ
し
、
仲
間
の
仕
事

を
守
り
、
組
織
力
量
を
引
き
上
げ

る
、
③
平
和
と
憲
法
を
守
り
、
消

費
税
再
増
税
・
社
会
保
障
改
悪
阻

止
、
仲
間
の
命
と
く
ら
し
を
守
る

「
命
の
綱
」
土
建
国
保
を
守
り
抜

く
と
位
置
づ
け
、
月
間
目
標
に
団

結
し
、
年
間
1
％
増
勢
の
展
望
を

開
く
こ
と
を
基
本
目
標
に
取
り
組

み
、本
部
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

拡
大
運
動
の
実
践
が
組
織
力
を

強
め
高
め
る
月
間
と
し
て
、「
新
し

い
仲
間
の
加
入
を
追
及
す
る
拡
大

力
」
、「
追
及
す
る
中
で
基
礎
組
織

の
重
要
性
と
方
針
の
補
完
の
重
要

性
」
「
後
継
者
世
代
と
の
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
」
「
相
談
で
き

る
組
織
づ
く
り
」
と
、
拡
大
運
動

に
よ
る
「
人
づ
く
り
」
「
組
織
づ

く
り
」が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
で
対
象
者
に
長
時
間
に

わ
た
っ
て
「
仕
事
と
く
ら
し
の
要

求
」
前
進
に
向
け
た
東
京
土
建
の

魅
力
を
語
り
、
対
象
者
を
探
し
出

す
仲
間
の
行
動
力
は
、
相
互
の
奮

闘
に
触
発
さ
れ
、
意
思
、
運
動
継

承
の
前
進
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
仲

間
を
想
い
災
害
の
被
害
と
安
否
確

認
に
つ
い
て
も
、
活
動
家
の
献
身

的
な
奮
闘
と
組
織
力
に
よ
る
行
動

が
、
被
害
者
だ
け
で
な
く
全
都
を

勇
気
づ
け
、
減
災
・
防
災
か
ら
街

の
救
助
隊
の
確
立
と
役
割
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

板
橋
は
１７
年
連
続

で
全
分
会
達
成

秋
の
拡
大
月
間
を
終
了
す
る
に

あ
た
り
、
板
橋
支
部
で
は
11
月
2

日
、
板
橋
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

で
1
3
9
人
の
仲
間
を
集
め
て
拡

大
打
上
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

野
崎
邦
治
執
行
委
員
長
は
、
17

年
連
続
全
分
会
目
標
達
成
と
青
年

部
、
イ
キ
イ
キ
会
、
女
性
の
会
も

達
成
し
た
こ
と
に
お
礼
を
述
べ
、

達
成
が
見
え
な
い
分
会
も
あ
っ
た

が
、
31
日
ま
で
の
奮
闘
で
全
分
会

が
達
成
し
た
と
報
告
し
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
松
丸
一
雄
中

央
執
行
委
員
長
が
、
本
部
目
標
を

達
成
し
た
こ
と
を
報
告
。
組
織
を

増
や
し
て
要
求
実
現
に
向
け
て
一

緒
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

林
賢
二
郎
組
織
部
長
の
拡
大
の

総
括
で
は
、
「
今
回
も
厳
し
い
た

た
か
い
で
し
た
が
、
諸
要
求
実
現

の
た
め
、
今
後
は
実
増
を
目
指
し

て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ダ
ル
マ
の
目
入
れ
で

目
標
達
成
を
祝
い
、
達
成
し
た
全

分
会
と
青
年
部
、
イ
キ
イ
キ
会
、

女
性
の
会
を
表
彰
。
さ
ら
に
拡
大

数
1
位
の
徳
丸
分
会
、
拡
大
率
1

位
の
蓮
根
分
会
、
実
増
率
1
位
の

新
赤
塚
分
会
が
、
秋
の
拡
大
3
賞

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合
は

10
月
30
日
〜
11
月
1
日
、
熊
本
県

熊
本
市
で
第
60
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
53
県
連
・
組
合
か

ら
1
4
1
1
人
の
組
合
員
（
東
京

土
建
は
1
4
9
人
）
と
来
賓
42
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
吉
田
三
男
委
員
長
は

全
国
の
仲
間
の
奮
闘
で
全
建
総
連

が
62
万
4
1
1
3
人
と
3
0
0
0

人
近
い
増
勢
を
勝
ち
取
っ
て
大
会

を
迎
え
た
と
報
告
。
来
年
の
結
成

60
周
年
に
向
け
、
組
織
拡
大
運
動

へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

勝
野
圭
司
書
記
長
に
よ
る
新
年

度
の
運
動
方
針
提
案
の
質
疑
で
、

東
京
土
建
か
ら
小
坂
剛
賃
対
部
長

が
外
国
人
労

働
者
問
題
で

発
言
。
東
京

土
建
が
労
働

相
談
で
、
ベ

ト
ナ
ム
人
技

能
実
習
生
の

残
業
代
不
払

い
な
ど
の
実

態
を
つ
か
ん

だ
こ
と
を
報

告
し
、
全
建
総
連
で
外
国
人
労
働

者
問
題
の
政
策
立
案
・
相
談
体
制

機
関
の
設
立
と
、
労
働
者
の
送
り

出
し
国
の
労
働
組
合
と
の
連
携
を

通
じ
た
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
要

望
し
ま
し
た
。

初
日
の
最
後
、
第
35
回
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
上
位
入
賞
者
表

彰
が
あ
り
、
金
賞
の
髙
田
慎
太
朗

さ
ん
（
清
瀬
久
留
米
）
、
銀
賞
の

横
山
剛
士
さ
ん
（
大
田
）
、
銅
賞

の
柴
田
輝
美
さ
ん
（
村
山
大
和
）

の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
は
10
分
科
会
で
討
議
。

最
終
日
に
は
、
こ
の
大
会
で
確
認

・
決
定
し
た
運
動
方
針
を
す
べ
て

の
仲
間
で
取
り
組
み
、
65
万
人
早

期
回
復
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
と

し
た
大
会
宣
言
を
、
全
体
の
拍
手

で
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

発言する小坂賃対部長

目標達成を記念して目入れを行なう、右から野崎委員長、
山本書記長、林組織部長

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
日

本
大
震
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
明
日
へ

つ
な
げ
よ
う
」
の

11
月
10
日
放
送
分

で
、
熊
本
城
の
復
旧
工
事
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
放

送
を
見
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
、
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
て

い
た
全
建
総
連
大
会
だ
っ
た
。

大
会
の
2
日
目
、
分
科
会
の
終

了
後
、
熊
本
城
へ
向
か
う
と
、

天
守
閣
が
望
め
る
加
藤
神
社
の

境
内
で
俳
優
の
佐
々
木
蔵
之
介

が
天
守
閣
を
見
上
げ
て
お
り
、

人
だ
か
り
の
中
、
地
元
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
カ
メ
ラ
を
回
し
て
い
た
。

■
「
明
日
へ
つ
な
げ
よ
う
」

で
は
佐
々
木
蔵
之
介
が
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
を
つ
と
め
、
地
震
で
壊

れ
て
い
く
天
守
閣
を
市
民
が
目

の
当
た
り
に
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
市
民
の
復
興
へ
の
希
望
と

な
る
よ
う
に
天
守
閣
か
ら
修
復

す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
伝
え

た
。
そ
し
て
奇
跡
の
一
本
石
垣

で
支
え
ら
れ
た
櫓
の
倒
壊
を
防

止
す
る
緊
急
工
事
を
指
揮
し
た

現
場
所
長
、
天
守
閣
の
外
壁
を

正
確
に
再
現
し
た
大
工
、
崩
れ

た
石
垣
を
元
通
り
に
積
み
直
す

石
工
が
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

復
興
へ
の
熱
い
思
い
を
語
る
。

■
10
月
31
日
未
明
に
は
沖
縄

県
の
首
里
城
が
焼
失
し
た
。
再

建
に
あ
た
っ
て
、
首
里
城
で
使

わ
れ
て
い
た
赤
瓦
は
材
料
の
粘

土
の
採
取
が
困
難
、
漆
喰
職
人

も
不
足
な
ど
の
問
題
や
、
国
と

県
民
の
ど
ち
ら
が
再
建
の
主
体

に
な
る
の
か
な
ど
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
し
か
し
私
た
ち
の

仲
間
の
建
設
従
事
者
が
市
民
の

希
望
を
担
っ
て
、
熊
本
城
と
同

じ
よ
う
に
熱
意
を
も
っ
て
再
建

し
て
い
く
と
信
じ
て
い
る
。

相
談
で
き
る
組
織
づ
く
り

仕
事
と
く
ら
し
の
要
求
を
前
進

６５
万
人
早
期
回
復
へ
全
力

６５
万
人
早
期
回
復
へ
全
力

総
連
が
６０
回
大
会
を
熊
本
で
開
催

「
消
費
税
の
税
率

５
％
に
戻
せ
」署
名

10
月
の
消
費
税
増
税
直
後
の
日

用
品
や
食
料
品
の
売
上
高
の
減
少

が
、
8
％
に
増
税
さ
れ
た
時
ほ
ど

で
は
な
い
と
、
西
村
経
済
再
生
相

は
述
べ
ま
し
た
が
、
中
小
・
零
細

事
業
所
へ
の
影
響
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


